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信
用
状
の
差
止
命
令

　
　
　
i
米
国
統
一
商
法
典
五
－
一

　
　
　
中
心
と
し
て
1

一
四
条
の
・
規
定
を

桑
　
原

康
　
行

　
　
　
一
　
序

　
荷
為
替
信
用
状
（
以
下
、
信
用
状
と
略
称
）
は
、
国
際
取
引
に
お
け
る

支
払
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
信
用
状
と
は
、
発
行

依
頼
人
の
依
頼
に
よ
り
か
つ
そ
の
指
図
に
従
っ
て
行
動
す
る
発
行
銀
行
が
・

一
定
の
条
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
明
記
さ
れ
て
い
る
書

類
と
引
換
え
に
、
受
益
者
に
対
し
て
支
払
を
行
い
、
あ
る
い
は
受
益
者
の

振
出
し
た
為
替
手
形
の
支
払
・
引
受
も
し
く
は
買
取
を
行
う
こ
と
を
約
束

．
し
た
書
面
で
あ
る
。

依
鮎
㌶
H
む
㌶
む
一
鯛
㌫
讐
舗
彗

つ
の
契
約
関
係
を
生
み
出
す
。
第
一
に
、
依
頼
人
と
受
益
者
と
の
間
の
基

本
契
約
で
あ
る
。
基
本
契
約
は
売
買
契
約
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
請
負

契
約
等
、
売
買
契
約
以
外
の
契
約
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
第
二
に
・
依
頼

人
と
発
行
銀
行
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
。
こ
の
契
約
で
、
発
行
銀
行
は
受

益
者
に
対
し
て
信
用
状
を
発
行
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
依
頼
人
は
信
用
状

金
額
お
よ
び
手
数
料
を
発
行
銀
行
に
支
払
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
第
三
に
・

発
行
銀
行
と
受
益
者
と
の
間
の
契
約
、
す
な
わ
ち
信
用
状
自
体
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
信
用
状
取
引
は
、
い
く
つ
か
の
契
約
関
係
を
生
ず
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
契
約
関
係
に
は
書
類
（
船
荷
証
券
・
傑
険
証
券
・
商

業
送
り
状
等
）
の
捉
供
と
い
う
履
行
方
法
の
み
が
適
用
さ
仏
牝
。
信
用
状

取
引
に
お
い
て
す
べ
て
の
当
事
者
は
商
品
の
取
引
で
は
な
く
書
類
の
取
引

を
行
う
、
と
い
わ
れ
、
受
益
者
が
支
払
を
う
け
る
た
め
に
は
、
彼
の
提
供

す
る
書
類
が
信
用
状
条
件
に
厳
格
に
合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
も
し
書
類
が
信
用
状
条
件
に
合
致
し
て
い
る
な
ら
、
受
益
者
は
一

た
と
え
商
品
に
暇
庇
が
あ
っ
て
も
、
支
払
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
も
し
書
類
に
暇
疵
が
あ
る
な
ら
、
た
と
え
商
品
自
体
が
契
約
条
件
に

適
含
し
た
も
の
で
あ
。
て
も
、
支
払
は
拒
絶
さ
れ
る
。
こ
れ
は
信
用
状
に

関
す
る
重
要
な
原
則
の
一
つ
で
あ
り
、
厳
格
合
致
の
原
則
と
呼
ぱ
れ
る
。

こ
の
原
則
は
あ
る
英
国
判
例
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
ほ
と

ん
ど
同
じ
ま
た
は
同
じ
よ
う
に
よ
い
書
類
を
容
認
す
る
余
地
は
払
吋
。
」

　
書
類
が
文
面
上
、
正
規
な
も
の
で
あ
り
、
信
用
状
条
件
に
合
致
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、

詐
欺
的
な
も
の
で
あ
る
と
か
、
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

発
行
銀
行
は
受
益
者
に
対
し
て
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
依

頼
人
は
支
払
を
禁
止
す
る
た
め
何
ら
か
の
法
的
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
が
、
重
要
な
問
題
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
・
わ
が

国
に
お
い
て
は
、
信
用
状
に
関
す
る
法
律
は
な
い
し
、
い
わ
ん
や
こ
れ
ら

の
間
麺
を
敢
扱
う
法
律
規
定
も
存
在
し
な
い
。
一
九
三
三
年
に
国
際
商
業
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会
議
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
数
次
の
改
訂
を
経
て
、
今
日
、
目

本
・
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
多
く
の
国
々
の
銀
行
ま
た
は
銀
行
協
会
に
よ
っ

て
採
用
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
、
荷
為
賛
一
一
冒
用
状
に
関
す
る
統
一
規
則

お
よ
ぴ
憤
例
（
d
己
δ
『
目
O
冨
8
目
蜆
彗
μ
～
、
竃
ま
。
｛
o
，
b
O
o
目
目
昌
9
｛

○
冨
2
巾
㍑
に
お
い
て
も
、
上
記
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
規
定
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
は
上
記
の
間
題
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
得
る

ぺ
く
・
ア
メ
リ
カ
法
を
検
討
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
ア
メ
リ
カ
法
を
検
討
の
対
象
と
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の

統
一
商
法
典
（
C
目
ぎ
『
冒
O
O
目
目
害
o
邑
O
o
急
）
の
第
五
編
に
信
用
状

（
5
幕
冨
O
｛
9
＆
5
に
関
す
る
諸
規
定
を
設
け
、
そ
の
一
一
四
条
で
、

上
記
の
間
。
題
を
取
扱
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
順
鉄
に
関
連
し

て
多
く
の
判
例
が
近
時
登
場
す
る
に
至
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

五
－
一
一
四
条
で
は
、
依
頼
人
が
発
行
銀
行
の
支
払
を
禁
止
す
る
差
止
命

令
（
旦
…
g
一
昌
）
と
い
う
法
的
措
置
だ
け
で
な
く
、
発
行
銀
行
の
支
払

拒
絶
構
・
支
払
義
務
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
詳
し
く

は
一
三
1
（
二
）
参
照
）
、
本
稿
で
は
前
者
に
つ
い
て
の
み
検
討
を
行
っ

た
。
　
以
下
・
第
一
に
、
信
用
状
の
効
用
を
理
解
す
る
た
め
、
最
も
重
要
な
原

則
た
る
独
立
抽
象
性
の
原
則
に
つ
い
て
述
べ
（
二
）
、
次
に
、
五
－
一
一

四
条
制
定
の
基
礎
と
な
っ
た
望
亘
目
事
件
を
と
り
あ
げ
（
三
1
（
一
）
）
、

そ
の
後
で
五
－
一
一
四
条
の
規
定
・
解
釈
上
の
間
題
点
を
指
摘
し
（
三
1

（
二
）
）
、
最
後
に
、
本
稿
と
の
関
連
で
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
差
止

命
令
の
種
類
お
よ
ぴ
一
般
的
要
件
に
つ
い
て
言
及
す
る
（
三
1
（
三
）
）
。

　
　
　
一
一
信
用
状
の
効
用
と
独
立
抽
象
性
の
原
則

　
序
で
、
信
用
状
取
引
が
書
類
取
引
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の

こ
と
は
信
用
状
の
独
立
抽
象
性
（
豊
ざ
冒
昌
く
）
の
原
則
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
。
こ
の
原
則
は
次
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
に
・
信
用
状
は
、
法
律
上
、
依
頼
人
と
受
益
者
と
の
間
の
基
本
契

約
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
信
用
状
統
一
規
則
、
総
則
と
定

義
（
・
）
項
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
き
わ
め
て
明
瞭
に
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
信
用
状
は
、
そ
の
性
質
上
、
そ
れ
が
売
買
契
約
ま
た
は
そ
の
他
の
契

　
約
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
契
約
と
は
別
個
の
取
引

　
で
あ
っ
て
・
銀
行
は
、
そ
れ
ら
の
契
約
と
は
な
ん
の
関
係
も
な
く
、
ま

　
た
そ
れ
ら
の
契
約
に
よ
っ
て
な
ん
の
拘
東
も
う
け
な
い
。
」

　
ま
た
、
統
一
商
法
典
五
－
一
〇
九
条
も
、
こ
の
点
に
関
し
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。

　
五
－
一
〇
九
、
発
行
者
の
そ
の
顧
客
に
対
す
る
債
務

　
（
一
）
発
行
者
が
顧
客
に
対
し
て
負
う
ぺ
き
債
務
の
、
ρ
ち
に
は
、
誠
実

　
　
（
o
日
o
a
邑
匡
・
）
に
行
な
う
こ
と
お
よ
ぴ
一
般
の
銀
行
慣
習
の
す
べ
て

　
　
を
遵
守
す
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
が
、
異
な
つ
た
合
意
の
な
い
限
り

　
　
次
の
諸
項
に
関
し
て
は
義
務
も
責
任
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
（
a
）
顧
客
と
受
益
者
と
の
間
で
基
礎
と
な
っ
て
い
る
売
買
契
約
ま

　
　
　
た
は
そ
の
他
の
取
引
の
履
行

　
　
　
　
　
（
o
）

　
　
（
b
）
…
・
：

　
例
え
ぱ
、
受
益
者
は
、
提
供
し
た
書
類
が
信
用
状
条
件
に
合
致
し
て
い

な
い
な
ら
一
基
本
契
約
通
り
の
給
付
を
行
つ
た
こ
と
を
主
張
し
て
、
発
行
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銀
行
か
ら
支
払
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
発
行
銀
行
は
、
信
用

状
条
件
合
致
の
替
類
が
提
供
さ
れ
た
馨
に
は
、
受
益
者
の
莱
議
上

の
償
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
、
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
に
、
信
用
状
は
、
法
律
上
、
依
頼
人
と
発
行
銀
行
と
の
間
の
契
約

か
ら
独
立
し
て
い
る
。
信
用
状
統
一
規
則
、
総
則
と
定
義
（
f
）
項
は
、

こ
の
点
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
「
受
益
者
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
銀
行
間
ま
た
は
信
用
状
発
行

　
依
頼
人
と
発
行
銀
行
と
の
間
に
存
在
す
る
契
約
関
係
を
援
用
す
る
こ
と

　
は
で
き
な
い
。
」

　
こ
の
（
f
）
項
の
茎
言
は
、
発
行
銀
行
が
受
益
者
に
対
し
依
頼
人
と
発

行
銀
行
と
の
間
の
契
約
関
係
を
援
用
す
る
二
と
も
、
禁
止
し
て
い
る
趣
旨

に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
例
え
ぱ
、
受
益
者
は
、
条
件
不
合
致
の
書
類
の
受
領
に
関
す
る
依
頼
人

と
発
行
銀
行
と
の
間
の
特
約
を
援
用
し
て
、
発
行
銀
行
か
ら
支
払
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
発
行
銀
行
は
、
依
頼
人
が
契
約
通
り
信
用
状

発
行
の
対
価
を
供
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
は

　
　
　
（
呂
）

で
き
な
い
。

　
信
用
状
の
独
立
抽
象
性
の
原
則
は
、
受
益
者
お
よ
び
発
行
銀
行
に
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
壇
）

よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
す
。
受
益
者
は
、
書
類
が
信
用
状
条
件
に
合
致
し

て
い
る
隈
り
、
基
本
契
約
・
依
頼
人
発
行
銀
行
間
の
契
約
上
の
抗
弁
に
よ

っ
て
信
用
状
に
よ
る
支
払
請
求
権
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
全
確
実

に
支
払
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
行
銀
行
は
、
基
本
契
約
上
の
抗
弁
に

わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
信
用
状
取
引
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
し
か
し
、
（
般
益
者
の
発
行
銀
行
に
対
す
る
支
払
講
求
が
権
利
濫
用
と
な

る
よ
う
な
場
合
、
例
え
ぱ
、
受
益
者
の
提
供
し
た
書
類
が
偽
造
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
か
、
詐
欺
的
な
も
の
で
あ
る
と
か
の
場
合
に
も
、
独
立
抽
象

性
の
原
則
を
貫
く
こ
と
は
、
依
頼
人
に
不
当
な
損
害
を
蒙
ら
せ
る
鯖
果
と

な
る
。
序
で
触
れ
た
如
く
、
偽
造
書
類
・
詐
歎
的
書
類
の
揚
合
に
は
、
こ

の
よ
う
な
結
果
を
避
け
る
た
め
に
、
五
－
一
一
四
条
に
よ
っ
て
差
止
命
令

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
以
外
に
は
、
差
止

命
令
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
シ
か
。
と
い
う
の
は
、
五
－
一
一
四
条

が
差
止
命
令
の
認
め
ら
れ
る
揚
合
を
限
定
し
、
偽
造
・
詐
欺
的
書
類
の
場

合
以
外
に
は
、
差
止
命
令
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
と
、
解
す
る
余
地
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
五
－
一
一
四
条
は
、
偽
造
・
詐
欺
的
書
類
と
い
う
最

も
よ
く
問
題
と
な
る
場
合
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
の
他
の
場
合
を
コ
モ

ン
・
回
1
の
規
律
に
委
ね
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
上
記
の
問
い
に
は
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

定
的
に
答
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

三
　
信
用
状
の
差
止
命
令

　
（
一
）
　
留
亘
目
事
件

偽
造
・
詐
欺
的
書
類
に
関
し
、

信
用
状
の
差
止
命
令
が
問
題
と
な
っ
た

指
導
的
判
醐
㍗
し
て
、
ω
、
一
。
－
目
く
．
－
｝
血
目
、
｝
ω
。
プ
、
。
o
、
、
｝
串
目
ζ
目
o
目

O
O
｛
o
量
匡
畠
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
四
一
年
一
月
七
日
、
原
告
（
買
主
）

は
、
被
告
（
売
主
）
で
あ
る
イ
ン
ド
の
H
量
冨
8
掌
邑
睾
帆
具
p
か
ら

剛
毛
を
購
入
す
る
契
約
を
締
縞
し
た
。
剛
毛
の
代
金
を
支
払
う
た
め
に
、

原
告
は
被
告
』
．
｝
9
｛
ω
o
ζ
a
智
団
彗
匡
轟
O
O
う
に
取
消
不
能
信

（
蛆
）

用
状
を
発
行
し
て
も
ら
っ
た
。
H
量
冨
墨
は
船
積
を
し
、
必
要
な
書
類
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を
入
手
し
、
9
胃
箒
・
＆
ω
昌
斥
に
手
形
代
金
の
取
立
を
委
任
し
た
。

9
嘗
奮
＆
田
彗
斥
は
書
類
と
手
形
と
を
ω
〇
一
暮
急
『
に
呈
示
し
た
。
そ

の
呈
示
前
に
、
牛
の
毛
や
が
ら
く
だ
が
船
積
さ
れ
た
こ
と
を
、
原
告
は
知

っ
た
の
で
、
ω
o
～
o
ま
『
の
手
形
の
支
払
差
止
命
令
を
申
立
て
た
。

　
裁
判
所
は
、
信
用
状
が
売
買
契
約
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
後
で
・
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
手
形
と
書
類
と
が
支
払
の
た
め

呈
示
さ
れ
る
以
前
に
、
売
主
の
詐
欺
が
銀
行
に
知
れ
た
場
合
に
は
、
信
用

状
発
行
銀
行
の
債
務
の
独
立
性
の
原
則
は
、
悪
童
の
（
冒
閉
g
ξ
巨
o
冨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

売
主
を
保
謹
す
る
た
め
に
拡
大
さ
れ
る
ぺ
き
で
は
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
さ
ら
に
裁
判
所
は
、
次
の
二
点
を
述
べ
て
、
ω
g
8
悪
『
の
手
形
支
払

を
差
止
め
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
信
用
状
発
行
の
主
た
る
要
因
は
原

告
の
信
用
状
態
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
商
品
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
担
保
も

考
慮
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
、
第
二
に
、
9
胃
箒
・
＆
固
竃
斤
は
手
形
の
善

　
　
　
　
（
皿
）

意
有
償
取
得
者
で
は
な
く
、
H
量
島
§
の
た
め
の
取
立
委
任
を
う
け
た
者

に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
　
統
一
商
法
典
五
－
一
一
四
条

　
ω
量
甘
事
件
を
基
礎
と
し
て
、
統
一
商
法
典
五
－
二
四
条
は
、
作
成

さ
れ
た
。
本
条
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
（
一
）
発
行
者
は
、
関
係
言
用
状
の
条
項
〔
条
件
・
筆
者
注
〕
に
合
致

　
　
し
て
い
る
限
り
、
商
品
ま
た
は
書
類
が
顧
客
と
受
益
者
と
の
間
の
基

　
　
礎
と
な
っ
て
い
る
売
買
契
約
ま
た
は
そ
の
他
の
契
約
に
合
致
し
て
い

　
　
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
為
替
手
形
ま
た
は
支
払
請
求
書
の
支

　
　
払
・
引
受
を
行
な
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
－

　
（
二
）
異
な
っ
た
合
意
の
な
い
か
ぎ
り
、
書
類
が
そ
の
文
面
上
信
用
状

　
　
条
項
に
合
致
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
あ
る
要
求
さ
れ
た
書
類
が
、

　
　
…
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
詐
歎
的
な
も
の
で
あ
る
と
か
、

　
　
あ
る
い
は
取
引
上
詐
歎
が
あ
る
と
い
う
場
合
に
は
、

　
　
（
a
）
発
行
者
は
、
も
し
買
取
銀
行
ま
た
は
そ
の
他
の
手
形
ま
た
は

　
　
　
支
払
請
求
書
の
所
持
人
よ
り
支
払
・
引
受
が
要
求
さ
れ
た
場
合
に

　
　
　
は
、
手
形
ま
た
は
支
払
請
求
書
に
対
し
支
払
・
引
受
を
行
な
わ
な

　
　
　
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
…

　
　
（
b
）
そ
の
他
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
は
、
顧
客
に
対
し
て
は
、

　
　
　
善
意
で
行
動
し
て
い
る
発
行
者
は
、
書
類
の
文
面
上
で
は
明
ら
か

　
　
　
で
な
い
詐
欺
・
偽
造
・
変
造
ま
た
は
そ
の
他
の
瑠
疵
に
つ
い
て
顧

　
　
　
客
よ
り
通
告
が
あ
っ
て
も
、
手
形
ま
た
は
支
払
請
求
書
に
対
し
支

　
　
　
払
・
引
受
を
行
な
っ
て
差
支
え
な
い
。
し
か
し
特
定
の
管
轄
権
を

　
　
　
有
す
る
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
支
払
・
引
受
を
差
止
め
る
こ
と
が

　
　
　
で
き
る
。

　
五
－
一
一
四
条
は
、
そ
の
（
一
）
項
で
信
用
状
の
独
立
抽
象
性
の
原
則

を
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
（
二
）
項
で
偽
造
・
詐
欺
的
書
類
の
場
合
に
、

発
行
銀
行
の
支
払
拒
絶
権
・
支
払
義
務
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
差
止
命
令

の
可
能
性
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
（
二
）
項
（
b
）
に

お
い
て
は
．
、
依
頼
人
が
発
行
銀
行
の
受
益
者
に
対
す
る
支
払
を
禁
止
す
る

差
止
命
令
の
み
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
依
頼
人
が
受
益
者
の
信
用
状
利
用

を
禁
止
す
る
差
止
命
令
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
五
－
一
一
四
条
の
解
釈
上
、
判
例
・
学
説
で
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
の
．
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
「
詐
欺
」
と
は
何
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
取
引
に
お
け
る
詐
欺
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
「
取
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引
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
詐
欺
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
二
つ
の
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
第
一
の

見
解
は
、
「
詐
歎
と
は
、
他
人
か
ら
利
得
す
る
た
め
の
悪
意
不
実
表
示
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

い
う
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
る
、
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
の

判
示
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
受
益
者
の
悪
意
不
実
表
示
を
詐
歎
と
考
え

る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
見
解
は
、
「
〔
詐
欺
に
は
・
筆

者
注
〕
・
：
歎
岡
し
た
り
不
実
表
示
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
必
要
な

　
　
　
　
　
（
蝸
〕

要
素
で
は
な
い
」
と
す
る
よ
う
な
、
詐
欺
と
な
る
た
め
に
は
、
受
益
者
の

善
意
不
実
表
示
で
足
り
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

　
善
意
不
実
表
示
は
、
真
実
で
な
い
事
実
を
真
実
で
あ
る
と
信
じ
て
な
す

不
実
表
示
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
悪
意
不
実
表
示
は
、
（
一
）
表
示
が
真

実
で
な
く
、
且
つ
表
示
者
が
そ
の
事
実
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
な
す
表
示
、

（
二
）
表
示
者
が
真
実
で
あ
る
と
信
じ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を

敢
え
て
な
す
表
示
、
（
三
）
表
示
者
が
表
示
の
真
実
、
不
真
実
に
金
く
頓

蒲
な
く
不
注
意
に
す
る
不
実
表
示
、
の
い
ず
れ
か
を
い
う
。

　
信
用
状
の
効
用
は
、
受
益
者
が
基
本
契
約
等
の
抗
弁
を
対
抗
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
支
払
を
安
全
確
実
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、

単
な
る
善
意
不
実
表
示
を
も
っ
て
詐
歎
と
な
る
と
す
る
な
ら
ぱ
そ
の
効
用

は
失
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
、
第
一
の
見
解
に
賛
成
す
べ
き
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

学
説
上
も
こ
の
見
解
が
多
数
説
と
い
え
る
。

　
次
に
検
討
す
ぺ
き
な
の
は
、
取
引
に
お
け
る
詐
欺
と
い
う
フ
レ
ー
．
ス
の

「
取
引
」
の
意
味
如
何
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
判
例
・
挙
説
上
、

見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
取
引
を
提
供
書
類
で
あ
る
と
す
る
第
一
の
見
解

一
（
別
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

と
、
取
引
に
は
基
本
契
約
も
含
ま
れ
る
と
す
る
第
二
の
見
解
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

第
一
の
見
解
は
次
の
点
を
そ
の
理
由
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
契
約
を

も
取
引
に
合
め
る
と
、
差
止
命
令
の
可
能
性
が
増
え
、
信
用
状
の
効
用
が

そ
こ
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
取
引
に
お
け
る
詐
欺
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
は
、
提
供
書
類
が
詐
歎
的
で
あ
る
と
い
う
表
現
の
余
分
な
言
い
換
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
〕

す
ぎ
ぬ
こ
と
、
で
あ
る
。
第
二
の
見
解
は
、
次
の
点
を
そ
の
理
由
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
受
益
者
が
基
本
契
約
上
詐
歎
を
行
っ
た
場
合
に
ま
で
、
受
益

者
を
保
護
す
ぺ
き
理
由
は
な
い
こ
と
、
提
供
書
類
の
詐
歎
の
み
が
、
差
止

命
令
の
根
拠
と
な
る
な
ら
、
取
引
に
お
け
る
詐
歎
と
い
う
表
現
を
加
え
る

ま
で
も
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

　
第
一
の
見
解
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
、
詐
歎
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め

に
は
提
供
書
類
を
検
討
す
る
だ
け
で
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
も
し
書
類
が
基
本

契
約
上
の
給
付
に
つ
い
て
述
ぺ
て
い
る
な
ら
、
裁
判
所
は
受
益
者
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

契
約
上
の
給
付
を
調
査
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二

の
見
解
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
依
頼
λ
物
詐
歎
の
主
張
に
基
づ
い
て
基
本

契
約
を
直
接
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
本
契
約
の
調
査
は
書
類
上

の
表
示
に
よ
っ
で
制
隈
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
取
引
に
お
け
る
詐
欺
と
い
う
表
現
の
取
引
の
意
味
如
何
に
つ
い
て
は
前

述
し
た
よ
う
な
見
解
の
対
立
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
見
解
が
よ
り
支
配
的
で

あ
る
と
も
い
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
（
三
）
差
止
命
令
の
種
類
・
一
般
的
要
件

　
偽
造
書
類
・
詐
歎
的
書
類
の
提
供
の
場
合
に
限
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
、

受
益
者
の
支
払
講
求
が
権
利
濫
用
と
な
る
場
合
に
も
、
依
頼
人
は
差
止
命

令
付
与
の
申
立
を
行
う
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
際
、
そ
の
付
与
の
た
め
に
は

差
止
命
令
の
一
般
的
要
件
が
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
偽
造
・
詐
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欺
的
書
類
の
ケ
ー
ス
の
み
を
定
め
る
五
－
一
一
四
条
は
、
「
特
定
の
管
轄

権
の
あ
る
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
支
払
・
引
受
を
差
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
す
る
の
み
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
以
下
に
、
差
止
命
令
の

一
般
的
要
件
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
差
止
命
令
の
種
類
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
㎜
㌧

述
べ
て
お
き
た
い
。

　
差
止
命
令
に
は
、
永
久
的
差
止
命
令
（
電
…
彗
o
巨
旦
冒
＆
o
p
勺
雫

勺
g
轟
＝
旦
…
邑
昌
）
と
中
間
的
差
止
命
令
（
ぎ
冨
・
一
〇
〇
巨
o
｛
旦
冒
o
匡
昌
）

と
が
あ
る
。
永
久
的
差
止
命
令
と
は
、
申
立
人
の
権
利
の
存
在
に
つ
い
て

最
終
的
な
判
断
を
し
、
そ
の
権
利
に
対
す
る
侵
害
を
排
除
す
る
た
め
に
、

一
定
の
行
為
を
し
な
い
こ
と
（
又
は
す
る
こ
と
）
を
確
定
的
に
命
ず
る
差

止
命
令
で
あ
る
。
こ
の
種
の
差
止
命
令
は
そ
の
効
カ
が
通
常
永
久
的
（
邑

ぎ
弐
岸
o
昌
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
間
的
差
止
命
令
は
、
予
備

的
差
止
命
令
（
窄
o
＝
邑
量
q
旦
昌
o
斤
一
昌
）
ま
た
は
暫
定
的
差
止
命
令

（
寄
昌
唱
量
｛
旦
冒
暮
昌
）
と
も
呼
ぱ
れ
、
当
事
者
の
権
利
関
係
に
つ
い

て
、
暫
定
的
に
一
定
の
行
為
を
し
な
い
こ
と
（
又
は
す
る
こ
と
）
を
命
ず

る
差
止
命
令
で
あ
っ
て
、
事
態
を
現
状
（
黒
算
畠
｛
o
）
の
ま
ま
に
維
持

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
申
間
的
差
止
命
令
の
中
に
暫
定
的
制
止
命
令
（
冨
ヨ
o
o
量
｛

富
g
冨
巨
奏
昌
a
・
）
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
暫
定
的
制
止
命

令
は
、
相
手
方
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
申
立
人
一
方
だ
け
の
申
立
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
点
、
お
よ
ぴ
極
め
て
短
期
間
（
十
目
間
）
効
カ
を
も
つ
に

．
す
ぎ
な
い
点
に
、
そ
の
特
徴
を
有
す
る
。

　
信
用
状
の
差
止
命
令
手
続
に
お
い
て
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
る
種
類
の
差

止
命
令
は
、
中
間
的
差
止
命
令
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
中
間
的
差
止
命
令
が

付
与
さ
れ
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
〕

で
あ
ろ
う
か
。
0
9
気
目
富
『
竃
距
目
く
．
Ω
匡
す
彗
片
乞
。
＞
、
で
は
こ
の
点
に

つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
予
備
的
差
止
命
令
の
申
立
の
際
に
は
、

裁
判
所
は
、
申
立
人
〔
依
頼
人
・
筆
者
注
〕
に
、
本
案
訴
訟
で
の
勝
訴
の

可
能
性
、
差
止
救
済
が
付
与
さ
れ
な
い
場
合
に
、
回
復
不
能
の
損
害
を
生

ず
る
可
能
性
、
便
宜
の
均
衡
に
お
い
て
申
立
人
の
ま
さ
る
こ
と
、
を
立
証

さ
せ
る
ぺ
き
で
あ
る
（
ヒ
暫
冒
p
く
．
ω
〇
一
〇
芽
＞
留
o
o
－
四
訂
p
讐
＞
■
｛
。

N
O
O
0
3
）
－
。
」
と
。

　
す
な
わ
ち
、
本
件
で
は
差
止
命
令
が
付
与
さ
れ
る
た
め
に
は
、
三
つ
の

要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、

本
案
訴
訟
に
お
い
て
主
張
し
て
い
る
権
利
を
確
定
的
に
証
明
す
る
必
要
は

な
い
が
、
本
案
訴
訟
で
勝
訴
判
決
を
得
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、

中
間
的
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合
、
申
立
人
に
回
復
不
能
の
損
害
が

生
ず
る
こ
と
。
第
三
に
、
も
し
差
止
命
令
が
与
え
ら
れ
ず
、
か
つ
本
案
訴

訟
で
申
立
人
が
勝
訴
し
た
場
合
に
、
申
立
人
が
蒙
る
損
害
と
、
差
止
命
令

が
与
え
ら
れ
、
か
つ
本
案
訴
訟
で
相
手
方
が
勝
訴
し
た
場
合
に
、
相
手
方

の
蒙
る
損
害
を
比
較
考
量
し
、
前
者
が
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
要
件
の
う
ち
、
第
二
の
要
件
に
つ
い
て
は
多
少
の
説
明
を
要

す
る
。
回
復
不
能
の
損
害
が
生
ず
る
こ
と
と
い
う
要
件
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

ー
上
の
救
済
方
法
が
不
適
切
（
ぎ
豊
2
毒
ξ
）
で
あ
る
こ
と
と
い
う
差
止

命
令
一
般
の
要
件
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
中
間
的
差
止
命
令
の
場
合
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
方
法
と
は
損
害
賠
償
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
方
法
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
と
は
、
損
害
賠
償
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に
よ
っ
て
遺
切
に
救
済
さ
れ
な
い
損
害
、
す
な
わ
ち
、
回
復
不
能
の
揖
害

（
ぎ
。
渇
、
距
匡
o
冨
・
昌
二
冒
仙
雷
量
巨
o
｛
嘗
目
晶
o
）
が
生
ず
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

　
信
用
状
の
差
止
命
令
手
続
で
回
復
不
能
の
損
害
か
否
か
が
問
題
と
な
っ

た
例
と
し
て
、
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
一
）
受
益
者
の
支
払
不
能
、

（
二
）
発
行
銀
行
の
不
当
支
払
に
対
し
て
、
依
頼
人
に
与
え
ら
れ
る
損
害

賠
償
額
の
不
明
確
さ
、
（
三
）
依
頼
人
が
受
益
者
所
在
国
で
渉
外
的
訴
訟

を
提
起
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
う
ち
、
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛇
〕

の
み
が
回
復
不
能
の
損
害
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
前
掲
O
き
彗
ま
『
峯
嘗
く
．
Ω
亭
嘗
目
斥
2
．
＞
。
事
件
で
は
、
差
止
命

令
付
与
の
要
件
と
し
て
三
つ
の
要
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
〕

そ
れ
ら
の
要
件
以
外
に
も
必
要
な
要
件
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
信
用
状

差
止
命
令
と
の
関
連
で
問
題
と
な
っ
た
要
件
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
差

止
命
令
は
衡
平
法
上
の
救
済
方
法
で
あ
っ
て
、
衡
平
法
上
の
救
済
を
受
け

る
に
つ
い
て
、
申
立
人
の
行
動
に
環
疵
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
申
立
人
が
受
益
者
の
発
行
銀
行
に
対
す
る
信
用
状
上
の
支
払
請
求

権
の
存
在
を
認
め
る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
後
で
、
そ
の
信
用
状
の
差
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

命
令
を
申
立
て
て
も
、
差
止
命
令
は
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
最
後
に
指
摘
す
ぺ
き
こ
と
は
、
依
頼
人
が
発
行
銀
行
の
受
益
者
に
対
す

る
支
払
の
禁
止
を
求
め
る
差
止
命
令
手
続
に
お
い
て
、
受
益
者
が
不
可
欠

当
事
者
（
旨
2
｛
彗
墨
巨
o
渇
・
q
）
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
五
－
一
一
四
条
は
こ
の
間
題
に
つ
い
て
い
か
な
る
立
場
を
と
る
の
か

明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
間
題
は
、
手
続
的
側
面
を
有
す
る
が
故
に
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
訓
）

州
法
の
規
律
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
で
は
、
受
益
者
が
不
可
欠
当
事
者
か
否
か
は
、
彼
が
O
ζ
一

勺
、
凹
g
8
＞
、
叶
一
九
三
条
に
い
う
不
可
欠
当
事
者
で
あ
る
か
否
か
に
よ
う

て
判
断
さ
れ
る
。
同
条
に
よ
れ
ぱ
、
不
可
欠
当
事
者
と
は
、
「
そ
の
欠
席

が
争
点
の
有
効
な
解
決
を
妨
げ
、
そ
の
利
害
関
係
が
分
離
で
き
ず
（
冬
旨
o
器

巨
o
冨
穿
胃
o
冨
甘
器
く
實
芭
巨
o
）
、
裁
判
所
で
当
事
者
間
に
下
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
腕
〕

判
決
に
よ
っ
て
不
利
益
を
う
け
る
者
で
あ
る
。
」

　
永
久
的
差
止
命
令
の
場
合
と
は
異
な
り
、
中
間
的
差
止
命
令
の
場
合
に

は
、
受
益
者
は
同
条
に
い
う
不
可
欠
当
事
者
で
は
な
い
と
の
見
解
が
有
カ

　
　
　
　
（
調
〕

な
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
益
者
を
同
条
に
い
う
不
可
欠
当
事
者
と
解

す
べ
き
か
否
か
は
難
し
い
間
題
で
あ
る
の
で
、
五
－
一
一
四
条
に
こ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
〕

に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
　
結
ぴ

　
以
上
、
米
国
統
一
商
法
典
五
－
一
一
四
条
を
中
心
と
し
て
、
信
用
状
の

差
止
命
令
を
老
察
し
た
。
わ
が
国
で
ア
メ
リ
カ
法
の
差
止
命
令
と
同
様
な

機
能
を
い
と
な
ん
で
い
る
制
度
と
し
て
、
仮
処
分
制
度
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ド
イ
ツ
の
仮
処
分
（
里
冨
薯
o
旨
o
q
o
＜
胃
亨

○
目
≡
。
・
）
制
度
を
検
討
し
た
方
が
わ
が
法
の
解
釈
に
は
よ
り
有
益
で
あ
ろ
う

が
、
た
だ
信
用
状
の
独
立
抽
象
性
の
原
則
の
限
界
と
の
関
連
で
、
五
－
一

一
四
条
の
、
詐
欺
を
書
類
上
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
か
否
か
と
い

う
議
論
は
、
わ
が
法
の
解
釈
に
と
っ
て
も
、
参
考
と
す
ぺ
き
余
地
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
実
際
の
信
用
状
取
引
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
三
者
以
外
に
、
通

　
　
知
銀
行
．
確
認
銀
行
・
買
取
銀
行
等
多
く
の
当
事
者
が
関
係
す
る
こ
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と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
本
文
中
で
述
ぺ
た
三
者
以
外
の
当
泰
者

　
に
つ
い
て
は
。
考
察
し
な
か
っ
た
。

（
2
）
　
以
下
、
基
本
契
約
は
兜
買
契
約
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て

　
説
明
す
る
。

（
3
）
向
言
奪
斥
H
昌
黒
O
ρ
9
髪
峯
ぎ
寿
く
・
冒
妻
。
昌
霊
津
．

　
自
o
冨
■
区
．
（
5
ミ
）
ミ
＝
．
■
．
射
．
全
o
黒
s
・

（
4
）
　
本
稿
で
参
照
し
た
の
は
、
そ
の
一
九
七
四
年
改
訂
条
文
で
あ
っ

　
て
、
以
下
に
引
用
す
る
同
規
則
の
日
本
語
訳
は
、
国
際
商
業
会
議
所

　
日
本
国
内
委
員
会
の
訳
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
、
荷
為
替
信
用
状
に

　
関
す
る
統
一
規
則
お
よ
び
慣
例
を
信
用
状
統
一
規
則
と
略
称
す
る
。

（
5
）
　
ア
メ
ヅ
カ
統
一
商
法
典
第
五
編
が
、
そ
の
適
用
範
囲
に
関
す
る

　
五
－
一
〇
二
条
の
文
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
お
り
、
荷
為
替
信
用

　
状
（
U
o
ε
昌
昌
冨
｛
■
o
幕
o
易
O
｝
O
冒
9
“
）
だ
け
で
な
く
、
そ
の

　
他
の
信
用
状
に
も
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
で
あ
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
時
、
五
－
一
一
四
条
に
関
す
る
判
例
が
急

　
増
し
た
の
は
、
依
頼
人
の
債
務
不
履
行
の
場
合
に
、
発
行
銀
行
が
保

　
証
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
約
東
し
た
保
証
信
用
状
の
利
用
が
増
加

　
し
た
こ
と
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
信
用
状
を
同
じ

　
橡
に
取
扱
い
う
る
か
は
一
個
の
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿
の
目
的
と
直

　
接
関
係
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。
こ
の
問
魑

　
に
関
し
て
は
、
老
O
冨
一
■
9
尉
語
O
巾
O
冨
ρ
岸
・
H
b
盲
昌
戌
o
目
＞
m
臼
自

　
勾
耐
昌
o
O
｝
｛
o
H
勺
H
閏
自
O
－
目
O
．
O
■
O
‘
ω
o
o
饒
O
目
ω
－
－
一
十
ひ
ω
冒
ヲ
ー
一
・

　
■
．
勾
、
お
＞
お
占
－
も
、
（
宅
s
）
参
照
。
な
お
、
村
田
鴻
穂
「
イ

　
ラ
ン
革
命
に
よ
る
侶
用
状
の
差
止
ー
ス
タ
ン
ド
バ
イ
僧
用
状
の
諸
問

　
魑
L
犬
阪
商
業
大
学
論
築
六
〇
号
一
五
七
頁
（
昭
和
五
六
年
）
も
参
照
。

（
6
）
　
本
条
お
よ
ぴ
三
1
（
二
）
で
掲
げ
る
五
－
一
一
四
条
の
訳
は
、

　
小
裏
登
『
一
九
七
四
年
信
用
状
統
一
規
則
（
上
）
1
逐
条
解
説
と
そ

　
の
問
題
点
1
』
（
昭
和
五
二
年
）
一
〇
員
お
よ
び
一
一
〇
員
に
ょ
る
。

　
な
お
五
－
一
〇
九
条
に
い
う
顧
客
と
は
依
頼
人
の
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
　
信
用
状
の
基
本
契
約
か
ら
の
独
立
抽
象
性
を
認
め
た
判
例
と
し

　
て
、
O
－
O
O
O
－
O
目
く
H
｝
目
黒
O
O
．
く
．
■
P
峯
｝
o
『
．
蜆
↓
津
－
o
俸
↓
｝
目
黒

　
O
O
．
墨
N
句
．
H
S
（
墨
Ω
「
）
8
『
け
急
己
＆
N
a
弓
ω
．
㎞
o
o
ω
（
H
ψ
塞
）
一

　
旨
與
旨
－
8
0
、
峯
〇
四
量
o
〇
一
く
一
2
芭
庄
o
■
巴
市
胃
汀
｝
凹
目
弄
N
い
ψ
オ
一
く
一

　
ω
o
o
9
一
ξ
老
．
向
．
a
ひ
（
ε
豊
）
一
U
巨
一
畠
望
o
g
～
8
o
；
誌
－
＝
o
・

・
一
婁
豊
葦
。
司
8
箏
‘
寄
鼻
竃
↓
昌
黒
O
ρ
§
勾
・
讐
事
8
N

　
（
乞
σ
o
）
胆
罰
『
昌
o
o
s
o
o
勺
l
M
o
o
o
ω
①
（
ε
s
）
が
あ
る
。

（
8
）
　
信
用
状
の
依
頼
人
・
発
行
銀
行
間
の
契
約
か
ら
の
独
立
抽
象
性

　
を
一
認
め
た
判
例
と
し
て
、
2
o
『
旨
＞
昌
曾
庁
彗
峯
彗
巨
竃
暫
『
o
畠

　
向
X
勺
O
ユ
＞
蜆
餉
o
o
サ
↓
o
P
－
コ
〇
一
く
一
〇
岸
芭
皿
①
オ
顯
片
－
o
目
巴
吋
閏
目
斥
O
｛
O
岸
く

　
o
｝
z
o
ミ
く
o
妥
ミ
｝
．
ω
目
o
o
．
3
（
－
o
お
）
一
穴
巨
的
ρ
o
目
o
↓
ω
隻
o
ρ
o
目

　
く
一
老
o
ξ
＜
◎
『
斤
↓
H
冒
9
0
0
二
　
一
〇
N
峯
尿
〇
一
阜
ω
ピ
o
α
オ
一
く
．
O
〇
一
N
O

　
ミ
o
（
H
渠
o
）
が
あ
る
。

（
9
）
　
こ
の
点
に
つ
き
詳
し
く
は
、
小
盗
・
前
掲
注
（
6
）
九
一
頁
以

　
下
参
照
。

（
1
0
）
　
具
体
的
に
い
か
な
る
場
合
に
権
利
濫
用
と
な
る
か
も
検
討
を
要

　
す
ぺ
き
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

（
u
）
　
O
－
　
N
2
－
く
．
■
顯
ミ
｝
血
三
色
o
自
O
O
ヨ
目
己
蜆
色
o
P
ω
一
自
邑
㌣
O
｝
け
す
o

　
⊂
目
弐
o
『
目
－
0
9
自
－
自
o
H
o
尽
－
O
O
O
o
－
舳
ひ
ざ
　
一
①
㎞
革
－
ω
o
o
　
（
一
〇
伽
ω
）
ー
な
お
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五
－
一
〇
二
条
（
三
）
項
も
参
照
o

（
1
2
）
　
－
N
N
］
≦
ポ
o
．
N
H
〇
一
ω
－
Z
．
く
．
o
o
．
N
o
ひ
ω
－
　
（
ω
冒
や
O
斤
．
－
ゆ
壮
－
）
．

（
1
3
）
　
取
消
不
能
信
用
状
（
手
雲
o
o
き
－
o
－
9
箒
屋
艮
o
『
＆
5
と
は
、

　
一
た
ぴ
発
行
し
て
之
を
受
益
者
に
通
知
し
た
以
上
受
益
者
を
含
め
た

　
関
係
当
事
者
の
同
意
が
な
く
て
は
、
取
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
信

　
用
状
を
い
う
。
信
用
状
の
差
止
命
令
が
間
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
極

　
の
信
用
状
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
一
N
N
］
≦
げ
〇
一
N
～
－
－
N
N
－
ω
一
　
2
．
く
‘
ω
■
　
N
｛
　
ひ
ω
杜
　
（
ω
一
』
勺
．
　
O
け
．

　
嵩
含
）
．

（
b
）
　
巨
．
昌
3
㎞
．

（
1
6
）
　
乎
形
を
善
意
有
債
で
取
得
し
た
者
が
い
る
と
き
は
、
も
は
や
差

　
止
命
令
は
付
与
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
・
本
稿
の
検

　
討
範
囲
外
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

（
〃
）
　
ミ
o
箒
く
守
o
日
ぎ
ポ
主
o
o
色
冒
胴
く
．
o
o
『
o
｝
顯
U
o
≦
…
－
o
勺
竃
o
目
叶
司
冒
目
p

　
舎
㎞
『
ω
畠
、
o
－
旨
o
＞
巨
童
（
婁
．
冒
弔
昌
コ
ー
s
ぎ
）
‘

（
1
8
）
O
く
量
邑
o
岬
o
昌
o
．
艮
＞
昌
o
ユ
o
芭
く
ー
Ω
旨
竃
蜆
俸
ω
昌
序
o
冒

　
老
芭
匡
o
目
巴
b
彗
斤
ω
蟹
｝
ω
冒
勺
o
’
遣
ガ
o
轟
（
z
．
貝
o
固
1
5
ご
）
1

（
1
9
）
　
2
o
冨
一
彗
勺
量
目
o
冨
㎞
箒
も
N
－
8
o
－

（
2
0
）
　
自
｝
『
饒
o
5
i
向
目
』
o
巨
ぎ
o
q
■
o
け
け
o
『
蜆
o
｝
O
『
o
o
岸
　
H
『
閏
目
m
陣
o
ユ
o
目
岨
一

　
湯
団
些
目
匡
目
o
日
■
．
－
1
伽
ま
．
ひ
ε
（
筍
轟
）
1

（
刎
）
　
　
宍
o
N
o
－
o
－
－
｝
汗
、
■
耐
津
o
『
㎜
O
h
O
－
■
o
O
岸
－
H
目
叶
①
『
目
芭
け
δ
目
四
－
向
目
o
｝
o
－
O
・

　
O
o
艘
因
o
『
O
o
∋
勺
胃
算
～
o
■
顯
き
く
o
－
1
－
×
O
プ
里
黒
胃
仰
二
〇
1
8

　
（
6
轟
）
’

（
2
2
）
　
o
－
老
o
冨
i
岨
目
勺
『
凹
冒
o
箒
い
臼
け
㎞
o
ω
1
o
阜
ω
o
ひ
－
o
、
．

（
2
3
）
　
o
－
　
－
庄
’
凹
↓
㎞
o
い
1
o
㎞
1

（
2
4
）
　
例
え
ぱ
、
提
供
さ
れ
た
薔
類
に
五
〇
箱
の
剛
毛
が
引
渡
さ
れ
た

　
と
書
か
れ
て
い
る
な
ら
、
第
一
の
見
解
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
基

　
本
契
約
上
の
給
付
を
調
査
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

（
妬
）
　
例
え
ぱ
、
提
供
さ
れ
た
書
類
上
に
五
〇
箱
が
引
渡
さ
れ
た
こ
と

　
の
み
記
蛾
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
第
二
の
見
解
に
よ

　
れ
ぱ
、
基
本
契
約
の
調
査
が
可
能
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
差
止
命
令
の
種
類
・
一
般
的
要
件
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
閏
中

　
和
夫
「
英
米
法
に
お
け
る
－
旦
昌
O
饒
昌
」
保
全
処
分
の
体
系
上
巻
吉

　
川
大
二
郊
博
士
遼
暦
記
念
七
六
頁
（
昭
和
四
〇
年
）
お
よ
ぴ
、
柳
川

　
俊
一
『
薬
米
淡
に
お
け
る
仮
処
分
（
－
旦
冒
o
庄
昌
）
の
研
究
』
司
法

　
研
究
報
告
書
第
九
輯
第
二
号
（
昭
和
＝
二
年
）
を
参
照
。

（
2
ア
）
　
亥
．
○
■
射
．
オ
〇
一
N
～
N
0
0
o
，
N
α
　
（
ω
目
i
．
　
O
叶
．
　
2
．
　
く
■
　
O
o
自
目
甘
さ

　
＞
雫
自
温
一
s
ミ
）
一
但
し
、
＝
胃
蔚
6
一
餉
ξ
冨
昌
8
8
芭
“
ひ
冨
に

　
よ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
判
示
部
分
も
冒
鼻
に
よ
る
。

（
2
8
）
　
2
o
亘
蜆
ξ
量
目
o
訂
㎞
算
8
ど
穴
9
o
－
9
㌣
ぎ
閉
ξ
轟
昌
冨

　
N
一
　
芭
一
　
一
N
N
い
N
之
ー
く
．
■
嘗
奏
射
o
く
尿
O
目
O
O
日
昌
目
げ
色
o
目
－
閉
冒
勺
H
顯
昌
O
甘
o

　
H
H
9
旨
薯
－
S
（
S
蟹
）
．

（
2
9
）
　
詳
し
く
は
、
前
掲
注
（
2
6
）
の
文
猷
参
照
。

（
3
0
）
　
O
｛
一
　
内
o
N
O
－
o
す
｝
斤
－
　
餉
自
勺
H
串
　
目
〇
一
0
　
N
－
　
串
甘
　
－
N
o
い
　
－
〕
尿
o
O
自
冒
“

　
カ
g
o
邑
蜆
■
a
ー
く
ー
舳
曽
5
壱
d
蓼
目
斥
■
ε
1
〔
乞
葛
〕
－
巨
o
｝
ρ
．
蜆

　
穴
o
？
＃
企
卓
（
O
F
）
一

（
“
）
　
N
2
一
く
．
■
串
ξ
勾
o
く
尿
－
O
目
　
O
O
目
－
買
二
ω
a
O
自
七
蜆
自
勺
『
芭
　
＝
o
甘
〇
　
一
－

　
呉
5
N
o
．

1〃
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（
3
2
）
　
－
ら
．
g
H
α
α
o
o
に
よ
る
。

（
3
3
）
　
崖
－
筥
；
S
－
N
9

（
払
）
　
曇
g
H
s
〇
一
な
お
、
不
可
欠
当
事
者
法
則
は
多
く
の
批
判
を

　
う
け
る
に
至
り
、
同
法
則
を
規
定
し
て
い
た
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の

一
九
条
は
、
一
九
六
六
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
詳

し
く
は
、
高
橋
宏
志
「
必
要
的
共
同
訴
訟
論
の
試
み
（
一
）
」
法
学

協
会
雑
誌
九
二
巻
五
号
一
八
頁
（
昭
和
五
十
年
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
榑
士
課
程
）
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